
北陸地域農林水産物等輸出促進連絡協議会勉強会の概要

平成19年10月16日午後から北陸協議会会員及び輸出などで海外との貿易を行って

いる、あるいは取引や進出を検討している企業や個人の方ら約50名を対象に、金沢

市石川県文教会館において、北陸地域の農林水産物や食品等

の輸出促進を図るため上海石橋水産品有限公司石橋会長、並

びにジェトロ本部の輸出促進・農水産部森園アドバイザーを

講師に招き、中国をはじめとするアジア諸国への輸出、販売

におけるノウハウや課題についての勉強会を開催しました。

○ 講演概要 上海石橋水産品有限公司 石橋会長

中国で21店舗のスーパーを経営する傍ら、貿易会社を経営。

日本のマスコミは、1個もしくは1kg数千円の商品が飛ぶよう

に売れるとの報道をするが、販促のイベントを企画しないと、

ただ並べるだけでは売れない。黙っていても売れるのは、年間

数回の贈答時期だけ。

貿易のハードルに日中友好が関与。首相が靖国参拝を行わな

いと明言しただけで、輸入条件には変更がないものの、通関日

数が短くなるなど規制が柔軟となる。

輸出する際、通関に４か月を要する場合もあることから、６

か月以上の賞味期限のあるものが望ましいので、中国向けには

商品を吟味すること。賞味期限の短い鮮魚などのチルド・冷蔵

品は難しい （冷凍、加工品が望ましい）。

中国のおでんは全て練り製品。鍋ものの半分は練り製品であ

るなど、中国人は練り製品を好むことと、中国で作られている

薩摩揚げ、蒲鉾、ちくわは日本製に比べおいしくないことから、練り製品は魅力が

ある。

今後、中国向けに水産品の輸出検討をする場合には、対中国向け施設登録を進め

る（県の保健所を通してできる 、積極的に現地に出かけて規制を理解し、市場を。）

肌で感じることと、売りたい商品でなく、中国人に売れる商品から販路を見いだす

べき。と講演されました。

また、森園アドバイザーからは 「北陸農水産物のアジア市場への輸出について」、

の情報を提供いただきました。


